
住所 岩手県陸前高田市矢作町字越戸内155 資本金 3,000万円 

代表者 金子 一男 従業員数 10名 

創業年 昭和50年4月 
売上高 8億5,000万円（平成27年9月期） 

業種 卸売業 

TEL 0192-54-3381 URL - 

事業概要（被災前） 

・岩手県陸前高田市にて、生コン販売、コンクリート等の二次製品販売業を営んでいる。 

・自社製造のコンクリート二次製品が全体売上高の15%、生コン販売82%、土壌改良材3%となっている。 

・体制は、経営者2人、コンクリート二次製品製作工場7人、パート事務担当1人。 

被災概要 

・本社事務所、矢作工場、米崎工場、倉庫5棟、フォークリフト12台、トラック5台、営業車3台、 

 ショベルカー1台、他多数の在庫商品が約3メートルの津波で被災し、主力のホームセンター 
への卸売り販売はじめすべての営業を停止した。 

・震災後1年半に亘るガレキ撤去等を経て平成24年8月に本社で事業を再開したが、矢作工場 

 は完全閉鎖した。 

・米崎工場は被災後、同じ場所でほぼ同じ時期に再開した。 

復興に向けた状況や課題 

・震災前の借入金は、岩手産業復興機構によって平成25年3月に債権買取となり、各種設備が整い工場の生産を開始した。 

・債権買取に際して作成した事業計画における平成25年9月期の売上目標に対して、従前の顧客を失った事から大きく下回
っているため、売上の回復及び収益の確保が急務となっている。 

支援テーマと内容 

「復旧復興に向けた売上拡大及び収益確保支援」 

・借入金利及び元金を返済するために必要な売上目標を設定。 

・売上目標を達成するための予算書の作成と差異分析の実施。 

・どこの誰にどの位販売するのかという営業計画書の策定。 

・経営者と従業員との間のコミュニケーションを促進するための場の設定。 

・顧客、取引先からの情報収集を組織的に行うことで顧客ニーズの把握に努める。 

・チラシ、モデルエクステリア、看板の設置といった販促ツールの作成。 

・在庫管理手法を確立し、在庫回転率を上げて手元現金の増加を図る。 

被災直後の陸前高田市内 



事業者からのコメント 震災復興支援アドバイザーからのコメント 

 債権買取の際に作成した事業計画に基づき営業推進して

いましたが、思うように売上が伸びず悩んでいたところ、震災

復興支援アドバイザー制度を紹介されました。 

 震災復興支援アドバイザーからは、部門別の損益計算によ

る、重点商品の選定、重点商品の拡販の為の販促ツ－ルの

作成について等のアドバイスをいただき、大変勉強になると

共に、お陰様で売上回復の為の糸口が見え始めました。 

  

  

 経営者は経営支援を受けるのは初めてとの事でしたが、常
務を含めて非常に素直に話を聞く姿勢を有しており、積極的
に取り組む姿勢がうかがえました。支援する側のこちらもおの
ずと気合いが入りました。製造部門における課題もあるようで
したが、先ずは営業力強化に向けて支援する事を提案いたし
ました。 

 今回重点商品の選別、その販売力強化という事で支援をさ
せていただきましたが、今後は売上高と計画の差異をその都
度分析し、原因を特定し、その原因に対して対策を打つ事が
大切です。そのためのご支援を引き続き行っていきますので
今後とも宜しくお願い致します。 

支援の成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     営業計画書                                              展示会チラシ 

支援の成果 今後の事業展開 

・計数管理が出来ていなかった状況から、返済計画を作成す

ることで必要利益を算出し、利益から目標売上高を設定する

等、利益管理の重要性をアドバイス。結果、目標売上高を実

現するための年間及び月次予算書を作成し、実績との差異

分析の方法を支援することで自社で実行可能となった。 

 

・販売に関しては、当社の売上を構成する4部門の製造原価

率と、今後の業績を推測する事で重点管理部門を「製品販売

部門」に決定し、そこに経営資源を集中する事で経営基盤を

強化することができた。 

 

・展示会に向けてモデルエクステリアを始めとした販促ツール

が完成したと同時に、新たな顧客開拓の必要性を強く認識して

もらうことで、今後の更なる売上向上を期待することができた。 

・当社の大きな課題として営業活動が出来る人材が社長と常
務の2人だけである事が挙げられる。最近工場から営業に移
動した社員も高齢を理由に退職した事から、後継者育成を含
む営業力強化及び営業体制構築、工事体制構築に取り組む。 

 

・現在、生産の8割をホームセンター市場への卸販売形態をと
っており、今後は、販売先を増やし、生産を拡大していく。 

 

・当社は構築物の建設に必要なコンクリート2次製品の製造
部門と多くの製品在庫を有している事から、気仙地区の復旧
復興に向けて必要な存在である。今後も引き続き営業を強化
する事で、当地区の早期の復旧復興に貢献する。 

 

震災復興支援アドバイザー   

  齋藤 説朗 

経営計画・戦略策定、マーケティ
ングに係る実績が豊富 

株式会社リアス 
代表取締役 
金子 一男 氏 


